
事業区分

事業番号

2-10

H27 H28 H29 H30 H31 総事業費

105,000 210,000 210,000 210,000 210,000 945,000

105,000 210,000 210,000 210,000 210,000 945,000

0.08 0.08 0.08 0.08 0.08

646 646 646 646 646 3,230

105,646 210,646 210,646 210,646 210,646 948,230

事務事業評価（事前評価）シート

主管課（担当名） 港湾課（港政担当)
■実施計画
■重点プロジェクト

事務事業名 根室港港湾整備事業管理者負担金 10228

２　事務事業の目的

目　的
水産基地として、地域経済の更なる活性化を目指した港に配慮し、道路を含む港湾施設整備による機能の充
実を図るとともに、北方圏との交流・貿易の拠点港として、更には北方領土返還を視野に入れた整備促進を行
う。

成　果 適正な修繕・改良により、施設利用と機能充実が図られる。

実施方法 ■直営（市が直接実施）　　□補助（民間等に補助）　　□委託（民間等に委託）　　□その他

１　施策体系

施策体系との関連
施策区分 港湾機能の強化

施策目標 北方四島交流を担う拠点港として人的・物的交流が盛んなまち

29
花咲港区　・岸壁(-5.5m)(改良)　・岸壁(-6m)(改良)
根室港区　・物揚場(-4m)(改良)　・岸壁(-5m)(改良)（暫定)　・航路泊地(-5m)(暫定)

30
花咲港区　・岸壁(-5.5m)(改良)　・岸壁(-6m)(改良)　・船揚場(西浜)(改良)
根室港区　・岸壁(-5m)(改良)（暫定)　・航路泊地(-5m)(暫定)　・港湾施設用地

31
花咲港区　・岸壁(-6m)(改良)　・船揚場(西浜)(改良)
根室港区　・岸壁(-5m)(改良)（暫定)　・航路泊地(-5m)(暫定)　・港湾施設用地

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務

３　事務事業の概要

事
務
事
業
の
概
要

年　度 概　　要

27 花咲港区　・道路改良　・岸壁(-5.5m)(改良)

28
花咲港区　・道路(改良)　・岸壁(-5.5m)(改良)
根室港区　・物揚場(-4m)(改良)

職員費（人員×8,081千円）

総事業費

維
持
管
理

管理主体 根室市

運営方法 直営

維
持
管
理
費

施設維持費

概算人件費

事
業
費
と
内
訳

（単位：千円）

事業費

内

訳

国庫支出金

道支出金

地方債

その他

一般財源

人員(人工）

合計／年



60.4 62.7 65.3

ア．

作成年度 平成27年度

事務事業改善策

（継続事業のみ記入）

５　事務事業の効果について

取組みに当たって
期待される効果など

港湾施設の改修整備により、安心・安全な施設利用が図られる。

４　事務事業の現状と課題

活
動
指
標

指　標　名
計画値
（H27）

目標値
（H32）

目標値
（H37）

港湾整備進捗割合（％）

ウ． 事業の緊急性

□緊急性が高い　　■緊急性はある　　□緊急性はない

港湾施設を整備することにより、利用者の安全を確保するため緊急性はある。

エ． 手段の適切性

■適切である　　□現状として妥当である　　□検討の可能性はある

港湾の施設整備には国直轄事業及び管理者負担金により整備しているこから適切である。

６　評価の視点

ア． 市民ニーズ

□かなりのニーズがある　　■ニーズはある　　□ニーズはあまりない

港利用者から要望されている。

イ．
市が実施する
必要性

■市が実施すべきである　　□市の実施について検討の余地あり　　□市以外で実施可能である

港湾管理者が策定した港湾計画に基づき港湾整備を行うため市が実施すべき事業である。

７　今後の事業の進め方

総合政策部で
付された意見

【速やかに実施】
関係機関等と連携し、速やかに事業推進を図られたい。

イ．
アを踏まえ、担当
部局の方針

■計画どおり着手が適当　　□再検討し実施する　　□着手を延期する

関係機関等と連携し、事業進捗を図る。

オ． 事業の公平性

■公平性は高い　　□概ね公平である　　□改善の余地はある

港湾利用関係者等に供する公共施設であり公平である。

カ． 事業の有効性

■本事業の有効性が高い　　□本事業の有効性がある　□既存事業と大きな差はない

施設整備により港湾機能の充実が図られることから有効性は高い。



事業区分

事業番号

2-10

H27 H28 H29 H30 H31 総事業費

31,336 18,879 300,000 350,215

31,336 18,879 300,000 350,215

31,336 18,879 300,000 350,215

事務事業評価（事前評価）シート

主管課（担当名） 港湾課（港政担当）
■実施計画
□重点プロジェクト

事務事業名 施設改良整備

２　事務事業の目的

目　的
現在、上屋は根室港区２棟、花咲港区５棟の計７棟あり、建設年度は古いもので昭和４０年代、新しいもので
平成６年の災害により、翌７年建設されているが、施設の老朽化が進んでいることや、衛生管理の観点から
も、水産基地として上屋整備による漁業生産活動の充実を図るため整備を行う。

成　果 老朽化した上屋の整備により、漁業生産活動の充実が図られる。

実施方法 ■直営（市が直接実施）　　□補助（民間等に補助）　　□委託（民間等に委託）　　□その他

１　施策体系

施策体系との関連
施策区分 港湾機能の強化

施策目標 北方四島交流を担う拠点港として人的・物的交流が盛んなまち

29

30

31 根室港水産上屋整備工事

事務区分 ■自治事務　　□法定受託事務

３　事務事業の概要

事
務
事
業
の
概
要

年　度 概　　要

27 花咲港区港湾施設用地整備工事

28

職員費（人員×8,081千円）

総事業費

維
持
管
理

管理主体 根室市

運営方法 直営

維
持
管
理
費

施設維持費

概算人件費

事
業
費
と
内
訳

（単位：千円）

事業費

内

訳

国庫支出金

道支出金

地方債

その他

一般財源

人員(人工）

合計／年



0棟 0棟 7棟

ア．

作成年度 平成27年度

事務事業改善策

（継続事業のみ記入）

５　事務事業の効果について

取組みに当たって
期待される効果など

水産上屋を整備することにより、安心・安全な漁業生産活動を衛生的に実施できる。

４　事務事業の現状と課題

活
動
指
標

指　標　名
計画値
（H27）

目標値
（H32）

目標値
（H37）

上屋整備棟数

ウ． 事業の緊急性

□緊急性が高い　　■緊急性はある　　□緊急性はない

老朽化した施設の機能充実を図ることにより、安心・安全な漁業生産活動を行えるため緊急性はある。

エ． 手段の適切性

■適切である　　□現状として妥当である　　□検討の可能性はある

根室港の管理については、港湾整備事業会計により港利用者から港湾施設使用料及び漁獲物陸揚使用料を
徴していることから、利用者への投資事業という観点から適切である。

６　評価の視点

ア． 市民ニーズ

□かなりのニーズがある　　■ニーズはある　　□ニーズはあまりない

港利用者から要望されている。

イ．
市が実施する
必要性

■市が実施すべきである　　□市の実施について検討の余地あり　　□市以外で実施可能である

根室港の水産上屋は港湾管理者が建設したため、上屋の整備は市が実施すべき事業である。

７　今後の事業の進め方

総合政策部で
付された意見

【計画どおり実施】
関係機関等とも連携し、計画的に事業推進を図られたい。

イ．
アを踏まえ、担当
部局の方針

■計画どおり着手が適当　　□再検討し実施する　　□着手を延期する

関係機関等とも連携し、計画的に事業推進を図る。

オ． 事業の公平性

□公平性は高い　　■概ね公平である　　□改善の余地はある

港湾関係者等に供する公共施設であり公平である。

カ． 事業の有効性

□本事業の有効性が高い　　■本事業の有効性がある　□既存事業と大きな差はない

施設整備により、漁獲物を衛生的に管理ができ、魚価向上に繋がり水産業が活性化され事業の有効性は高
い。


